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　YOKOGAWAの社会的責任について

計測・制御・情報を
テーマに持続可能な
社会の構築に貢献

地球環境問題が深刻化し、一方、企業活動への社会の目も
厳しくなっています。そのような状況のなかでYOKOGAWAでは
どのように社会的責任を果たそうと考えているのか、
その取り組みについて沖野清昭が語ります。

環境担当執行役員 経営監査本部長　沖野 清昭

に発展させていくために、現在、グループの社会貢献の

あり方について環境と社会両面から見直しを進めている

ところです。

「見える化」による環境保全への貢献

　計測技術を使った「見える化」によって、環境保全を阻

害するさまざまな要因を定量的に把握できるようになり

ます。省エネ支援システム「InfoEnergy」は目に見えない

エネルギーを具体的に見えるようにする製品ですが、ほ

かにも流量や圧力、水質など、グループが持つ技術を使

うことでかなりの物理現象が定量的に計測できます。そ

のことによって、要因を取り除く手助けができますし、改

善効果が実感できます。

　制御技術は、ムダが起こらないように工程を最適にコ

ントロールしながら生産することにつながり、省資源・省

エネルギーに貢献できます。これら「見える化」の考えは、

YOKOGAWAで推進をしてきた生産管理方式NYPS(New 

Yokogawa Production System)においても実践されて

います。NYPSはムダを省いて効率を上げるために在庫

状況、部品の流れ、製品物流などあらゆるプロセスを見

えるようにします。YOKOGAWAが19あった生産拠点を

4つに集約することができたのもその成果です。こうした

経験や技術をお客様へ提案していき、またそうした技術

を開発していくことも私たちの役割です。

本業を通じて地球環境への貢献を

　YOKOGAWAは、地球環境保全の取り組みを経営の最

重要課題の一つと位置づけ、環境マネジメントシステム

を構築し、環境パフォーマンスの継続的改善を図ってき

ました。その柱は次の3つです。

　1つ目は資源循環型経営を推進すること、2つ目は地球

環境保全に貢献すること、3つ目は環境に配慮し自律的

に行動すること。

　具体的には法令・社内規程の遵守、資源循環型経営の

推進、環境汚染物質の削減、環境調和型製品の創出、そ

して情報開示、推進体制の構築などを進め、環境マネジ

メントシステムの維持向上に努めてきました。

　これに基づき、グループ内でさまざまな取り組みを実

践していますが、なかでも効果が大きいのはお客様を通

じて課題を解決できる製品を提供していくことだと思いま

す。つまり各事業部が製品化において地球環境への貢献

に取り組んでいくこと、計測、制御、情報という本業によっ

て社会的責任を果たすことが基本になると考えています。

　YOKOGAWAの環境経営とは、自社の省資源・省エネ

ルギー等はもちろんのこと、環境コミュニケーションや環

境調和型製品の提供を通してお客様の環境負荷の低減に

貢献することと考えています。

　地球環境はもちろんですが、地域や文化への支援・貢

献も社会的責任の一つと考え、これらの取り組みを同時
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企業倫理とコンプライアンスの確立

　CSR（企業の社会的責任）を遂行するベースには、企

業倫理とコンプライアンス（法令遵守）の確立があります。

企業活動の目的は利益の追求にありますが、法令・条例

違反など不正な方法で利益を上げても、社会から認めら

れませんので、企業の永続的な発展はありません。従っ

てYOKOGAWAは、常に倫理・コンプライアンスの実践

を最優先に考えて健全で利益のある企業活動を行ってい

きます。

　コンプライアンスは法令以外にも会社の規則を含め、

決められたルールをきちんと守るということです。その

ために社員一人ひとりには企業行動規範に従って誠実

に行動することが求められています。全社員に配布され

ている『YOKOGAWAグループ企業行動規範』の冊子に

は、社長のメッセージとともに「わたしたちは、行動規範

を正しく理解、遵守し、お天道様に恥じないよう行動し

ます」との誓いを掲載しています。お天道様に恥じないこ

と、それが誠実かつ健全に企業活動を続けていくという

YOKOGAWAの企業倫理のベースです。

 社会・環境報告書の役割

　2005年11月には、前年まで実施していた企業倫理週

間をCSR月間として拡大し、企業倫理・コンプライアンス・

地球環境・危機管理のテーマごとに、さまざまな施策や

イベントを実施しました。企業倫理の確立、社会や環境

への貢献活動は日常の中で繰り返し伝えていくしかない

のですが、継続が難しいという課題もあります。マンネリ

化を避けるためには目先を変えることも必要です。今後

さらなるレベルアップに向けて、工夫していきたいと考

えています。

　CSR月間での施策は工場の「もの作りセンター」で基本

を繰り返しトレーニングして、技能を身につけるのと同様

で、環境や社会貢献においても、社員に基本を繰り返し

伝え、身につけてもらうことが重要です。この面でもや

はり本業で培ってきた「もの作り」への姿勢を各自のCSR

活動へ活かしていけるのではないかと思っています。

　この社会・環境報告書もYOKOGAWAにおける「見え

る化」の一翼を担っています。社内においては、他の部

署が、人がどういうことをしているのか情報を共有化し、

それを知ることで自らの課題を理解し、対策や改善につ

なげていけると考えるからです。これらの活動を広くス

テークホルダーにお伝えすることで、YOKOGAWAの社

会的責任への取り組みがより向上すると考えています。

YOKOGAWAグループの環境経営

YOKOGAWAグループは、全事業領域において

● 環境活動を積極的に展開すること
● 環境活動をベースにお客様へ
環境ソリューションや環境調和型製品
を提供すること

により地球の環境負荷低減を
目指していきます。

そしてこれらの活動を通してYOKOGAWA
グループは、お客様とともに持続可能な
社会の構築に貢献していきます。

全事業領域:経営トップ、企画、研究・開発、設計、販売、調達、生産、物流、サービス、回収・リサイクル
環境活動:省資源・省エネルギー、環境汚染の予防、廃棄物削減とリユース・リサイクルの推進等

地球環境
持続可能な
社会

資源循環型社会の構築

YOKOGAWAグループ
環境経営の推進
省資源・省エネルギー
環境汚染の予防

廃棄物削減とリユース・
リサイクルの推進等

お客様
環境経営の推進
省資源・省エネルギー
環境汚染の予防

廃棄物削減とリユース・
リサイクルの推進等

環境ソリューション・
環境調和型製品の提供




